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それは某月某日の編集部から始まった。

今回の探検先として狙っていた某携帯端末

の借用がさる事情から不可能になった。こ

れを受けて、編集者M嬢と探検隊長の私

は次の企画を練っていたのである……

（BGMは「スパイ大作戦のテーマ」）。

「でも、インターネット探検隊っていうわ

りにはウェブそのものの探検って、やって

ませんね」と編集者M嬢。

「う～む、そう言われれば……」と私で

ある。

「やっぱりここは面白いウェブを探すと

か、誰も知らない世界の国のページを探し

てみるとか……」

「例えば、南極とか？」

「ええ、いいですねB」（と20W電球くら

いの明るさ）

「確か、ニュージーランドかどこかの国の

基地にカメラがあって、ほとんどリアルタ

イムで南極の映像が見れるんだよね」

「あ、それ、いいですBBBBB」
（をを、突然100W的変貌！）

「でもねぇ、今って南半球は冬でしょ。

で、南極は白夜の反対で年中夜中みたいな

もんなんだよね。だから画像は真っ暗な時

が多いわけ」

「えぇ～？ それじゃ駄目ですよねX」
（電球、切れました……）

という具合にお互い煮詰まったところで、

M嬢が意外な点を突いてきた。

「そういえば、先月号の原稿で変なとこ

ろがありましたよね？」

（げげ、どこだろう？）

「え？　うそは書いてないけど……」

「あ、そうじゃなくって『波乗野郎』が

取ってこれないページの例が立花隆さんの

ものだったでしょ？」

確かに、あれはインデックスページの上

のディレクトリーにコンテンツページが置か

れているという特殊な例だったが……。

「あ、そうだけど……何か？」

「いえ、その、村野さんってああいう硬い

のは読まないんだと思ってたもので、ちょ

っと意外だったんです」

「いやぁ、僕もいちおうライターの“はし

くれ”だから、ああいう硬派なのも見るんで
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【インターネット探検隊】 隊長●村野幸夫　

第3回
続・自動収集ツール編

インターネットなら極地探検もラクラク？

波乗野郎：（株）ビー・ユー・ジーが開発したホームページ自動収集
ツール「PerMan Surfer波乗野郎」のこと。あらかじめ指定しておい
たURLのファイルを自動収集してくれるので、オフラインでホームペ
ージを見ることができる便利なツール。本誌CD-ROM「Mac→
PerMan Surfer」「WIN→PERMAN」に収録。

illustrator : Kaori Takahashi
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自動収集ツールは面倒くさがりのインテリにはぴっ
たり？
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シェアウェアを使い続けるときは使用料もきちんと
払おう。

すよ。ふはは」

「ノーテンキなだけじゃないんですね？」

う～む、読者からそう言われるのはしょ

うがないが、担当編集者まで……。

「いや、ノーテンキなのは世をしのぶ仮の

姿。実はテレビはニュースしか見ないとい

うくらいのインテリなんです！」（う～む、

そうかぁ？）

「インテリっていうと、ああいう文字の多

いページもきちんと読むんですか？」

「まぁモノによりけりだね。ダイアルアッ

プだと、ブラウザーでテキストをセーブして

から回線を切って、それからテキストファ

イルを読んだりするけど、確かにちょっと

面倒だよね」（実際は飛ばし見しちゃって、

じっくり読むなんてことはほとんどないので

ある）

「そういう面倒くさがりのインテリの方に

ぴったりのツールがあるんですけど」

（キミキミ、インテリはいいけど「面倒く

さがり」はどうかな？）

「ん？『波乗野郎』みたいなの？」

「Netscape Historyというイタリア生まれ

のソフトです。『波乗野郎』って指定した

URLの下のページを持ってくる一括処理型

ですけど、こっちはネットスケープがため込

んだキャッシュを、あとからローカルで見れ

るんですよ」

「ほぉ～、つまり自分がアクセスしたペー

ジだけがマシンの中に残って、電話を切っ

たあとでもそれが見れるというわけだ」

「ええ、これも結構便利でしょ？」

「じゃ、いちいちテキストでセーブしなく

ても大丈夫というわけかぁ……」

「どうでしょう？ 今回はウェブのローカ

ルビューアー第二弾ということで……」

というわけで、ダイアルアップユーザー

のためのお便利グッズ第二弾は決定したが、

同時に私のインテリ的（しかもケチな）側面

を実証しければならないという大変なこと

にもなってしまったのである。う～む、イ

ンテリねぇ……。

Netscape Historyをゲットする

さて、探検の第一歩は必要な装備の調達

からだ。

まず、教えてもらった「info-mac」から

問 題 の 「 Netscape History

（ftp://ftp.iij.ad.jp/pub/info-mac/comm/

inet/web/ntscp/netscape -h is tory -

201.hqx）」をダウンロードする。FTP用の

クライアント「Anarchie」でも、ネットス

ケープでも大丈夫だ。

取ってきたファイルをStuffIt Expanderで

解凍すると「Netscape History 2.0.1」とい

うプログラムとH T M L で書かれた

「readme」、そしてシェアウェアの登録プロ

グラムが表れる。最近の説明はほとんど

HTMLなんだな～と思いながら、ネットス

ケープで「readme」を開く。

説明が英語なのでちょっと面倒だが

「readme」を斜めに読むと、使い方は非常

に簡単。基本的にはネットスケープなど

（ちゃんとMSのインターネット・エクスプ

ローラにも対応している）でネットサーフ

ィンしたあとにこのプログラムを立ち上げ

るだけ。すると、これまでにため込んだキ

ャッシュを整理したあとで自動的にブラウ

ザーが立ち上がり、見せてくれるようだ。

最初に行うべき設定も、ブラウザーの場

所の指定と「History folder」というキャッ

シュから作り出したファイルの保存場所を

決める程度。再生（？）できるページ数は

ネットスケープのほうで指定したキャッシ

ュのサイズによる……とのことである。ち

なみに、これは8ドルのシェアウェアなので

気に入って使い続けたければ料金を支払う

必要がある。

さて、「readme」を読む限りは、どうや

らこれまでにためたキャッシュがありさえす

れば中身を見ることができそう。というこ

とは、これを悪用（？）すると他人がこれま

でどんなウェブページを見ていたか、ばっ

キャッシュ：データ転送を速くするためにためこまれたデータ。

StuffIt Expander:ドラッグ＆ドロップで解凍できるマック用のツール。
本誌CD-ROM「Mac→StuffIt Expander」にも収録されている。

シェアウェア:オンラインから無料でダウンロードできるが、使用して
みて納得したら、そのソフトの開発者に費用を支払うというシステム
で提供されるソフトの総称。
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ちり見れてしまうという……おお、コワい。

と、とんでもない方向に脱線する前に今回

の趣旨に従って、まずはインテリが読みそ

うなウェブを見にいってみよう。

新聞社のホームページを順番に
探検してみたが……

日本のインテリにとって新聞は朝ご飯の

味噌汁のようなものである（もっとも私は

あまり味噌汁好きじゃないが）。となるとテ

レビはお茶で週刊誌は漬物……う～ん、モ

ノによっては納豆に近い？　ま、インテリ

代表のようなことを言ってしまうとあとが

大変なことになるので、それは置いといて

ぇ……とりあえずNTTの「ニュースインデ

ックス」ページ（http ://www.nt t . jp/

WHATSNEW/news-j.html）から新聞社

などマスコミ関係のウェブページをピック

アップし、早送りで見てみることにする。

まずは、養子として米国に出かけている

という話もある（？）朝日新聞（http://

www.asahi.com/index.html）。ここはミラ

ーが5つもあるので、自分のつないでいるプ

ロバイダーか近そうなところを選択する。

これがインテリの良心だ（？なんだかね～）。

なんせ新聞紙面の情報がほとんど入って

いるような本格派なので、手当たり次第に

ボタンをクリック。と、どうやら「ニュース

速報」の下のカテゴリーはそれぞれ1本の長

いファイルになっていて、これをゲットすれ

ば個別のニュース項目はあとからじっくり

読めそうだ。「特集ページ」も何か読物があ

りそうな気がするが今回はパス。

アクセスした時間が悪かったのか、読売

新聞（http://www.yomiuri.co.jp/index.

html）は時間切れで落とされてしまった。

これでは手の打ちようがないので、次へ。

日本経済新聞（http://www.nikkei.

co.jp）もやたらにデータ量が多い。チェッ

クするとしたら産業情報が掲載されている

「サイバーニュース（http://web.nikkei.co.

jp/cyber/news/index.html）」か？　ここ

もスクロール画面なので、Ne t s c a p e

Historyが活躍するはず。特に表組みを使

った「ホームページランキング（http://

web.nikkei.co.jp/cyber/ranking/junyok1.

htmなど）」のようなページでは、テキスト

でセーブすると表がバラバラになって意味

不明な画面になってしまう。こういうとき

こそローカルなウェブブラウザーが役に立つ

のだ（って自分が発明したわけじゃないの

に、イバってどうする？）。

毎日新聞はどういう理由か分からないが、

ホームページが 2つある。「 Jam Jam

（http://www.mainichi.co.jp）」は新聞社

としては柔らかめの演出だがまだまだ新聞

っぽい。これに対して「AULOS（http://

aulos.mainichi.co.jp/）」のほうはいかにも

ウェブユーザー向けの内容だ。こちらのほ

うがグラフィックスが多そうなので、ペー

ジを取り込んでおいて、あとでじっくり見

るには向いているかもしれない。

次に産経新聞の「産経Web（http://

www.sankei.co.jp/）」。ここはやたらに分

類が細かいので、いちいちボタンをクリッ

クするのが面倒。しかし「主張（http://

www.sankei.co.jp/paper/today/editorial.

html）」という社説のページを見たら、朝

日、読売、日経の社説にリンクが張ってあ

る。このリンクをうまく使えば、「いやぁ～、

○○についての××新聞の社説。あれはい

かんね。それに比べると……」なんつーそ

れらしき発言もできるというわけだ（あぁ、

馬鹿なインテリもどきのこと言っているな

～、私……自己嫌悪）。

ついでに前回の探検で問題になった（と

いっても内容のことじゃないけど）立花隆

氏の「同時代を撃つ（http://www.iijnet.

or.jp/kodansha/wgendai/）」のコンテン

ツページにも出かけてみたが、どうも中身

が週刊誌のコラム臭い（そりゃ、そうだ。

「週刊現代」提供なんだもん）。いわば「同

時代の裏を読む」という感じで面白いこと

インターネット
探検隊

新聞社のホームページを探検してみた。

各紙の社説をWWWで比較してみるのもいいかも。
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文字量の多いページをオンラインで読むのはとても
大変。

ネットスケープヒストリーのアプリケーションサイ
ズは大きめにしておこう。

は面白いが、量的にはコマギレ状態で、ず

ず～っとスクロールというわけにはいかな

い。そこでリンクから「東大先端研・立花

研究室（http://kyaku1.rcast.u-tokyo.

ac.jp/）」に出かけると、ここがすごかった。

文章の量が多いせいもあるが、ファイル

の読み込みには時間がかかる。なぜかとい

うと、どっかの（といっても東大関係者で

あるのは明らかだけど）教授のでかい写真

なんかが入ってるから。企業のウェブでは

とっくに不評で終わってしまったウェブデ

ザインである。ま、ありがちな学内事情と

いうやつだろうか。どうでもいいけど、立

花さんって「客員」じゃなくて「キャクワン

（kyaku1）」なんですね、ふむ。

いざ、キャッシュをチェック

以上、いちおう主だったウェブページを

ブラウズしてみたところで、いよいよ集ま

ったキャッシュをNetscape Historyで再チ

ェックしてみよう（使用方法はこの連載の

最後のページを参照）。

一旦回線を切り、ネットスケープを終了

してから、おもむろにNetscape Historyを

ダブルクリックして立ち上げる。と、普通

のプログラムと同様、ネットスケープ本体

の置いてある場所を指定するようにダイア

ログボックスが出てくる。

このボックスの下のほうにはデフォルト

で、プログラムが終了し次第（つまり、キ

ャッシュの整理が終わったら）、そのままネ

ットスケープが立ち上がるように設定する

ラジオボタンがクリックしてある。これはこ

のままのほうが便利だろう。

次に「History folder」の場所の指定を

求められるが、これは適当な場所を選べ

ばよい。

これが終わるとわりと大きなウィンドウ

が開く。しばらく見てても何も起こらない

ので中にあるボタンをクリック……すると、

なんとプログラムが終了してしまった。あ

れれ？

再度挑戦してみると、どうやらこのウィ

ンドウの下のところに「プログラム実行中」

という意味の英語が書いてある。で、よく

見れば、先ほど私が押してしまったボタン

は中止ボタンだったのだ（ふつう、よほど

のおっちょこちょいでなければこんな失敗は

しないと思うけど）。

ぬぁ～んだ、というわけで今回はそのま

ま見ていると、これがなかなか動かない。

しかし、ここで短気を起こしてしまっては

モトもコもない。じっと我慢である。

しばらくしてキャッシュを組み替える作

業が始まり、変換されたキャッシュファイ

ルの数が増えてくる。よしよし……と思っ

ていたら、途中で「メモリーが足りません」

と言われてしまった。このプログラムが扱

うキャッシュの大きさはネットスケープ本体

で指定してあるキャッシュサイズによるの

で、これがかなり大きな場合はNetscape

Historyのアプリケーションサイズも大きく

しておいたほうがいいみたいだ。

一連のキャッシュ変換作業が終わったと

ころで、自動的にネットスケープが立ち上

がり、これまでにアクセスしたウェブページ

のリスト「Last Visited Pages」が表示され

る。

ページタイトルのほうは日本語でもきち

んと表示されるのだが、残念ながらアクセ

スした時間と思われる部分が文字化けして

いる。しかし実用には問題ないだろう。

このページから適当なウェブページタイ

トルをクリックすると、見事、そのページ

が表示される。フレームを使っている

「Jam Jam」もちゃんと表示できた。

リンクの部分も、以前にクリックしてリ

ンク先を表示したことがあれば、当然、現

在表示しているページのポインターからジ

ャンプすることができる。しかも（ローカル

ファイルだから当然だが）画面表示が速

い！　これはなかなか快適。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



280 INTERNET magazine 1996/9

つまらないページはよりつまらなく、おもしろいぺ
ーじはそれなりに？

さらに回線が生きていれば、「La s t

Visited Pages」の右端の「Real Link」をク

リックすることで、いつでも本物（？）のサ

ーバーにアクセスできる。

考えてみると、先月紹介した「波乗野郎」

では指定したファイルを取り寄せているあ

いだ、なんの画面も表示されず、どういう

中身なのかが分からなかった（ま、それなり

に待つ楽しみもあるわけだが）。これに対し

てNetscape Historyでは、ウェブページを

少なくとも一度は表示しながらながめるこ

とができる。

どちらがよいとは一概には言えないが、

好きなウェブが決まっていて、これが更新

されるたびに新しい内容を持ってくるので

あれば、前回紹介した「波乗野郎」を利用

したほうがいい。しかし、とりあえず気に

なるページをスキャンしておいて、あとから

じっくり中身を確かめたいという場合には

Netscape Historyを……ということになる

だろう。う～む、あまりに当たり前の結論

で申し訳ない。

ネットスケープヒストリーの
上手な利用法は？

ところで今回の探検で、肝心のウェブの

中身はどう見えたのか？　Net s c ape

Historyを使った甲斐はあったのか？　

結論から言えば、ツマランところはより

ツマランへ、その“つまらなさ”がより一

層強調されるのである。どういうことかと

いうと、「こりゃ面白そう」と思ってあとで

きちんと読んでみると中身が薄い。そうな

ると「えぇい、せっかく取り込んだのに、メ

モリーの無駄だぁ！」と怒り倍増。まさに

苦労がアダ、なのである。

では、面白いところはより一層面白かっ

たかというと、実はこれがそうでもない。

確かに文章的には面白いものもあるし、

読めばそれなりにタメにはなるのだが、画

像と文章がうまく組み合わさったり、リン

クの妙で平板な文章表現以上の効果を出し

ているところはなかった。これだったら別に

ウェブじゃなくてもメールでいいじゃん……

である。

確かに読ませる文章力は基本だけど、ウ

ェブの世界ではそれだけじゃ駄目なんだよ

ね～。そこんとこ、もうちょっと勉強して

もらいたいもんである＞関係者（と書くと、

「じゃ、やってみてよ」と言われそうでヤバ

いのだが、事実は事実ね）。

さて紙面も残り少なくなってきたので、

そろろろマトメをしておこう。

実はNetscape Historyはある種の作業に

はうってつけなのだ。ふつうのオンラインア

クセスでこういうウェブページについて文章

を書くときには、画面の左側にネットスケ

ープのウィンドウを開き、右側にエディタ

ーを開いて、左のウェブ画面を見ながら右

のワープロ画面に文章を打ち込むという段

取りになる。おそらく、ほとんどのウェブ

関係のライターはこうしたやり方をやって

いるはず。だが当然そのあいだ、回線は接

続しっぱなしで、ダイアルアップであれば

どんどん電話料金とプロバイダーへの接続

料金が上がるということになる。情報社会

とは言うものの、歴史的にも原稿料は物価

上昇をしのぐほど上がっていない。加えて

電話料金と接続料金がかかるとなれば、こ

ういったやっかいな原稿をきちんと書こう

というライターがどれほどいるか……。

批評なくして文化なし。これが日本のウ

ェブ文化の水準が上がらない元凶なのであ

る！ なんちて、ダイアルアップ派のウェブ

批評担当諸兄にご同情申し上げつつ、「ウ

ェブ探検のお供にはぜひNetscape History

を」とお勧めしながら、今回の探検はおし

まいである。

波乗野郎か、ネットスケープヒストリーか？　使用
目的によって使い分けよう。

インターネット
探検隊

このほかの自動収集ツール

Free Loader（WIN）

http://www.freeloader.net/

Net Recorder（WIN）

http://www.xaxon.co.jp/public-html/top.j-htm
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Netscape Historyを入手する

fブラウザーのキャッシュが多く設定されている場
合は、ネットスケープヒストリーの使用サイズを
大きめに設定しておく。

aここで「STOP」を押すと、キャッシュの収集
が中断されてしまうので注意。

1Netscape Historyをダウンロード
する。

ftp://ftp.iij.ad.jp/pub/info-mac/comm/inet/web/ntscp/netscape-history-201.hqx

2メニューの「ファイル」から「save as
（保存）」を選び、適当な場所にダウ
ンロードしたファイルを保存する。

3StuffItExpander（MAC）、
LHASA（WIN）などで解凍する。

a解凍されたファイルを開いたところ。

4ダウンロード完了。

マックの場合は「Netscape History-

201.hqx」、ウィンドウズの場合は

「Netscape History-201.zip」という名

前でファイルが作成される。

解凍ツールは本誌CD-ROMに収録されています
●マッキントシュの場合：StuffIt Expander 収録先： MAC→ StuffIt

●ウィンドウズの場合：LHASA 収録先 WIN→ LHASA

Netscape Historyを使ってみる

1Netscape Historyを開く。

2使用するブラウザーを設定する。

3Netscape Historyのインストール先
を指定する

4前の画面で「save」をクリックする
と、この画面に変わる。

5キャッシュの収集が終了すると、こ
の一覧が現れる。あとは見たいとこ
ろをクリックすれば、オフラインで
ゆっくりとホームページがブラウズ
できる。

入手先
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